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序文

埋蔵文化財が文字資料のない時代の証左であり、また文献とともに歴史学の片輪として大きな位

置を占めていることは言を待たないところであります。;私どもの町においても近年の大規模開発に

伴って数多くの遺跡が発見され、さらにはそれに携わることで地域の歴史をより身近に感じる方が

増えていることは、生涯学習という点からも非常に意義あるものと言えるでしょう。東山道から中

山道と、幹線による交流の中で築かれてきた本町の文化は、上信越自動車道の開通で新たな局面を

迎えようとしていますが、その根源には原始から古代に生きた私達の担先の文化があったことを踏

まえておく必要があると考えます。

さて、平成3年8月に発足した本調査会は民間の開発に伴う埋蔵文化財調査組織として活動して

まいりましたが、このたび調査報告書の第 3集を発刊することとなりました。ここでは縄文時代及

び平安時代の遺構、遺物が出土しましたが、当地の碓氷川右岸での遺跡地としては初の検出例であ

り、同台地の遺跡分布ならびに対岸との比較においても重要になろうかと忠います。これらはふる

さとの歴史解明の一助とするとともに、歴史教育の資料としてさまざまに活問してゆきたいと考え

ております。

最後になりましたが、発掘調査から本書刊行に至るまで多大なご指導、ご協力をいただいた関係

各位ならびに調査に参加された方々に感謝を申し上げ、序文といたします。

平成5年3月

松井田町埋蔵文化財調賓会

会長武田 弘



例日

l 本書は小沢 r業株式会十1:のT場等建設にf'!':う;埋蔵文化財発掘調査報告書である。

2 遺跡は群山県碓氷郡松井ru町大字4料字丙小竹 3，730他に所在する。

3 調査は小沢一一r業株式会社の委託により松井田町埋蔵文化財調査会が行なった。

4 調査費は小沢x業株式会社のi'tiLlによるものである。
5 誹~1Ht日間は、発掘調五) 、|仁成3"f8月20日一平成3年10月19日

整理作業}、|ι成4JllJj 6日一平成5年3月3111 である。

6 調査は先制~h~査を 7J'(~畢祝;jg (調子正会事務員入整理作業を水津と田口 修(同)が担当し 整理

作業では小林節子、猿谷正枝、虞j頼君江がこれに従事した。

7 本書の執筆、編集は水津と田口が分担した。

8 打製1i斧の実視11とトレースは官谷みのぷ氏にお願いした。

9 出土遺物、資料)1)'1↓正当調査会の委託により松井田町教育委員会が一日して保管している。

10 発掘調査及び整理作業においては以下の方々よりご指導、こ協力をいただいた。(敬称略)

伊藤節夫、伊藤正雄、上原富次、小板橋崇、佐藤靖、佐藤義一、須藤新一郎、千田幸生、

長谷川一郎、茂木寿雄、綿田弘実

11 発掘調査参加者(敬称略)

門屋さかえ、小池美恵子、小板橋昌江、小林節子、佐藤友江、猿谷正枝、中沢すみ子、

野田絹子、毛利ヨシ江、矢野由利子、岩井儀一、斎木恒男、野田達也

凡 例

I 遺構|刈の縮尺は 1: 40、1 : 80とし九図に記した。

2 遺構図の方位記号は磁北を指す。

3 遺構断面図中、基準線は海抜標高を、スクリーントーンは焼十一部分を示す。

4 グリッドポイン卜は横車111(束尚)一縦軸(南北)の順に表記しである。(図 2参照)

5 遺物図の紡パは 1 3、1: 4、1: 6とし各図に記した。

6 j宣物図のスクリーント ンは灰粕陶器施粕部を示す。

7 j立物観察表の( iは推定伯を示し、推定不可能な部位は記載していない。

8 遺物観察表の法量欄「底径」において、台部のつく器種は便宜上台部径の数値を記載した 0

9 写真図版における遺物リ真の縮尺は不統ーであり実測図を参照されたい。

10 本文と写真凶版の遺物番げは一致する。
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第 1章発掘調査に至る経緯

近年、上信越自動車道、上越新幹線、土地改良事業等の各種開発が県内外で展開され、これらに

伴う埋蔵文化財発掘調査も毎年多く実施され、記録保存を中心とした保護対策が各地において進ん

でいる。

このような状況のもとで、松井田町においても厳しい調査体制の中で、多くの発掘調査が実施さ

れ、文化財の保護対策と、あわせてその有効的な活用についての方策も検討している。

平成3年 3月、小沢工業株式会社より松井田町に対して松井田町大字五料地内の工場建設計画が

提示され、該当地区における文化財の保護について、松井田町教育委員会との間で事前協議が行な

われた。これに伴い、該当地における遺跡等の分布状況について現地踏査(表面調査)を行ない、

その把握に努めた。この結果、縄文時代から近世にわたる遺物の分布が確認された。これにより、

開発予定地については遺跡として認識し、その保護対策の実施方法について、再度両者による協議

が行なわれた。この結果、工事に先立ち、埋蔵文化財発掘調査を実施して遺跡の記録保存を行なう

こととなった。

調査にあたっては、小沢工業株式会社よりの委託事業として、町教育委員会内に事務局をおく松

井田町埋蔵文化財調査会が実施することとなり、 8月19日より現地での埋蔵文化財発掘調査を開始

した。

第 2章調査の方法と経過

I 発掘調査の方法

調査は、 トレンチ掘削による遺跡の分布状況の把握と、これに基づき確認される遺構の広がりに

ついて、表土除去面積の拡大による面的確認の方法により実施した。

はじめに、調査地区の位置把握と正確なl記録資料の作成等の調査の便を計るため、調査区全体を

1m単位で呼称する任意の産標軸 (X-Y)で網羅した。これに基づき調査区全体を対象として、

10mピッチのY軸方向のトレンチを重機により掘削し、該当地内の遺構の確認に努めた。この掘削

に捺しては、基本層序に基づいて、遺構確認可能な浅間B軽石層の除去による確認と、関東ローム

層上面での確認を基本として実施した。

このトレンチ調査結果に基づいて、遺構の分布が認められた地区を中心として、周辺の表土除去

作業を慎重に進めて、遺構分布に基づく調査区の設定と調査面積の確定作業を行なった。

H 発掘調査の経過

調査区に磁北を基準としたグリッドによる杭打ちを行なう。 10mピッチで重機によるトレンチ掘

削を行ない、この段階で調査区の西から北を通る溝を確認する。また、調査区東南を中心に竪穴住

居跡及びピットが多数確認される。

溝については、一部分の精査を行ない、浅間B軽石直下ではわずかに窪んだ状況が確認された。

-1-
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第3章遺跡の環境

I 地理的環境

本遺跡は群馬県碓氷郡松井田町大字五料字丙小竹地内に所在する。北側は長野県境である碓氷峠

頂部に端を発す碓氷川が安中市へと東流している。この右岸は碓氷川下位段丘と呼ばれる河岸段丘

面が安中市まで続いているが、本遺跡はこの段丘上に位置し、標高は 333~ 334mである。河川と

の比高は約30mを計り区域端より急峻に落ち込んでいる。碓氷川を隔てて対岸は中位段丘と呼ばれ

その北に迫る松井田丘陵までの問に旧中山道の道筋を辿る国道18号線と信越本線が並走し、関東と

中部を結ぶ幹線のひとつとなっている。 一方、南側は妙義山麓の緩やかな北傾斜が続き 700m程よ

り妙義富士への急斜面となる。西方 800mでは妙義山西の裏妙義で沢を集める中木川が、また東方

300mでは妙義富士より流下する小竹沢がそれぞれ碓氷川に流入し南西から北東の傾斜をもっ台地

状地形を形成する。

当地域は河川を利用した水田、また主に傾斜地では桑園や果樹園などの畑地として利用されてい

るが、近年の農業経営不賑や人口の減少などから農地の転用が徐々に進んでいる状況である。

E 歴史的環境
周辺で確認されている遺跡等を図 lに示した。本地域での碓氷川右(南)岸の状況は調査例の少

ないこともあり不明な点が多く、今後の資料の集積が待たれるところである。 lは縄文時代中期を

中心とした遺物包含層及び住居跡と後期と忠われる集石遺構が検出されている。 6では縄文後期の

配石墓群、 8では縄文早期及び中期の住居跡が確認されており松井田丘陵南麓における縄文遺跡の

様相を示す好資料である。 9は径10mほどの円墳とされているが時期等詳細は不明である。五料地

区で確認されている数少ない古墳のひとつである。 4では奈良期を中心とした須恵器がまとまって

出土し、また平安時代の住居跡も確認されている。 5及び7も該期の住居跡等が検出されている遺

跡である。五料丙小竹遺跡の対岸にあたる同時期のこれらの遺跡との関連性が今後重要になってく

るものと思われる。 10は該地での古代東山道とされているルートで、先に述べた旧中山道が碓氷川

中位段正面であるのに対して松井田丘陵上を道筋としている。 2、3は中世末とされる小型の板碑

で、 3はこの地に居住した者の供養塔と考えられている。

く参考文献〉

「歴史の道ι調査報告書一東山道一」群馬県教育委員会 1 983 

「松井田町誌」松井田町誌編纂室 198 5 

「五料山岸遺跡」松井田町教育委員会 199 1 

「松井田町遺跡調査会平成3年度総会議案書」

「土塩下原遺跡」松井田町埋蔵文化財調査会 1 992 ほか

~3~ 



1 土塩下原遺跡

2 (土塩山口)

3 (五料高墓)

4 五料山岸遺跡

5 五料平遺跡

6 五料野ケ久保遺跡

7 五料稲荷谷戸遺跡

8 横川大林遺跡

9 白井7号古墳

10 東山道

~ 

1:25，000 
[000 
i 

図 1 周辺遺跡の概要
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五料丙小竹遺跡全体図図2
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をは 4・むの:~{io'，1と任20('1111)':1外の (イサ後)川棟、それ以 下のものからはる。 ィ;創lみベ'糾IIリ的は配列は

dめられ必く、ょたJ:!<I/Jミしたょっに峨乙礁のIHJには多いもので杭10t'11IのレベjレJRで1:が人り ζんで

いる。このようはごとから本法桝は)L;N:li"I~が似たれていくムいらのでめるのこの '1 1 でセクシ η ン 11 と

1 1...かかる"1火H;LJ:のH状傑211，1，1は斜めにiLiiいているが本会k'，t\~~イ iであったと巧えられゐ。もう l

(i.'~ についてら仙例しにはっているがII t]Wに点イ iの IIríì~t'l:がある。それ以外の燃のものについては不

|引 であるが、付みには好;どイ 1の験/1\がないことから ，'f.イ iにけ・う Utl イ i(l~はtHれ~4，'fつものとJ北京され

る"なお.41/1¥り込みは検山されていはいω 漬物j立制4河内H与にJ・1・IJ!.!ィiJ予l点と制文:1:日:})i-1 I!.¥ tJ~ LU-卜.

した。 H拠イ i l手は令:1~ 10t'm 、 恥，i 4.5cm、t}.さ 1.5cm、，[1: l，t90 11の完J[;，ltTlで唱ある。 ;:¥lrml信てヴJttlSは'111j
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、よ

I 332.30 
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 寸+ 日+

図3 1号集石
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刃の丸刃を呈し使用による摩

滅が認められる。砂質頁岩製。

土器は丸みのある胴部片でR

L単節斜縄文縦ころがしの地

文に細い曲線が描かれており、

中期後半に相当すると思われ

る。

く遺構外出土遺物〉

C二〉

。 (1 : 3) 10cm 

図4 1号集石出土遺物

土器(片) 7点と石器3点を図示した。他に土器片数点と打製石斧片2点が検出されている。 l

~3 、 6 は中期後半、 4 は繊維を含まない前期後半、 5 は前期末、 7 は後期前半にそれぞれ相当す

ると思われる。

。 (1 : 6) 20cm 

図5 遺構外出土遺物(1)

8 -



...~~在渇[~'<");子 I I 
岨~~輔陣 I J 

空室率三む U4 

d ・ 7予生" ヨ匹、判町、】

叫 t-Mq占企ーら /7 ，.，..... - ~ ....ハ
岬叫酔二・耐・でと I( 
鈎 4 ・掛掛町川 / ( 

日酬.....同.......，~~ I 
同訓白骨刷.... / 

崎'ANl~'_'"刊一 I I 

申冊、同ムJ5

こコ

cコ 亡コ 。 (1 : 3) 

図6 遺構外出土遺物 (2)

表2 遺構外出土遺物観察表

Nu 器種 法 墨付m) 形 態・手 法・焼 成-他 色調 残存

l 均E S本
口 氏一一 並行する隆帯が頚部無文帯と胴部を区画、胴部は地文を縄文R

黄褐色
胴部

高 最一一一 L縦ころがしとし、縦位隆帯区画に蛇行文及び沈線文を描く。 片ヂ

深 主事
口 43.0 底ト一一 弱いキャリパ 形を呈す。口縁部は渦巻文6単位で構容され縄

黄褐色2 60% 
高最 46.0 文LR横ころがし。並行沈線 3条以下の胴部も縄文LRで充填。

3 深 鉢
弧状の並行隆帯による口縁部文様帯は内部に縦位沈線を 2段描

淡t<l!l色 50% 
く。胴部は5区画で内部は山形状条線中央に蛇行文が霊下。

4 地文は横ころがしの縄文RLで5本 1単位の深い集合沈線が横走する。焼成良好。 黄褐色 小片

5 細い隆帯上に施す細かいC字状連続爪形文の意匠で充煩する。焼成良好。 赤褐色 小片

6 縄文LR縦ころがし上に沈線文を描く。焼成良好。 暗褐色 小片

7 沈線区画で細たな縄文部と磨消部を作出。内外面ともよく磨かれる。焼成良好。 黒掲色 小片

8 凹 石 全長 11. 4、幅 6.9，厚さ-3.7、重量一 450g0 凹みはさほど摩滅がない。 輝石安山岩 完形

9 打製石斧 全長 10.4、幅 4.0、厚さ←1.号、重量98目。担u縁は細かく調整する。 砂岩 完形

10 打製石斧 全長-9.5、幅 4.2、厚さ 1.8、重量-90g。全体に摩耗。一部に原石面。 輝石安山岩 完形

-9-

10cm 

出土

5住覆土

32-8 G 

D 区内

6住覆土

D 区内

D 区内



H 平安時代
く1号住居跡〉

主軸方位 N -80
0

- E 

形 状横長の隅丸長方形を呈し、南側は少々不整形で狭くなっている。

規 模壁上端での計測で東西 3.3mX南北 3.8m (中央付近)である。壁高は平均て、約40cmが

残存する。

重 複なし。

カマド 東壁中央南寄りに付設される。残存する煙道は長さ70cm、住居壁部で、の幅は65cmを計り

右側壁には自然円礁による構築状況が良好に残存。左袖部では地山を掘り残した突出が

確認された。燃焼部は住居壁ラインから内側にあり、焚口よりボウル状に凹めた部分に

焼土を含む埋土を施して火床を形成する。

床 面地山であるローム面を平坦に凹めて床面とする。中央やや西側には径約1.2m程の焼土

化した部分が認められた。貼床の形跡は認められない。

土 坑検出されない。

周 溝検出されない。

白

0・aト+

国

ωω

旧。。

9♀24 日+
員33260

A、B

I 黒色土(含軽石)

2 黒色土(合炭化物)

C、D、E

l 黒色土(含軽石)

2 飴色 t(合黄色粒)

3 黒色土(炭化物、焼土-"い 3 桜色土(合炭化物、焼土)

。 1・80(住居)2 m 4 赤褐色土(焼士)

5 I註色土(含焼士、黄色粧)

o 1 :40(カマド) 1 m 

図 7 1号住居跡

ハリ

41 
~-

E-ー

C 332.60 D 332.60 

E 332.60 



遺 物覆土下位より酸化の;j'j恵室、 J干のほか灰柑皿、須恵塙、土師警など30片程とともに炭化

材及び石が全体に散在する。カマド内には灰粕1宛片が出土した。

く2号住居跡〉

主軸方位 N-700-E 

形 状横長の隅丸長方形。

規 模中央付近で東西 2.2mX南北 3.3m、壁高は平均して約20cI11が残存する。

重 謹なし。

カマド 束壁南端に付設される。幅60cI11、壁外へ20cI11突出すると子円形の掘り込みで床面から焚口

そして燃焼部までフラットな面が徐々に煙道へと立ち上がっている。覆土の大半は焼土

であるが火床部分の赤変は殆ど認められない。また、袖部の形跡や構築材とされるもの

も認められていない。

床 面 住居北側から中央にかけては地山のローム面を使用するが、南側ではロームがやや落ち

込んでいるために黒色土中を床而としている。貼床は認められない。

土 坑床面中央から北半分で 4基検出された。 P1は径33cI11、深さ 5CI11で、底面が広い。 P2 

は径55cI11で、深さ10cI11と浅いが南端に深さ26cI11の小土坑を伴う。 P3は径1mで漏斗状断

面の中央で深さ25cI11を言iる。 P2とP3は上端で連結している。 P4は住居北西コーナ

ー近くに位置しており径30cm、j35さ30cI11を計る。上部ではコーナー側に浅い凹みを「ドう

がこれは土坑としてナンバリングしなかった。

周 溝住居床面の北側に半周検出された。床面レベ、ルで、幅15cm~20cm、深さ 5 cmで、ある。東壁

中央付近では壁際の小土坑が周溝内外に見られる。

遺 物 カマドに須恵杯、土師杯片、 P1に土師薯片ほか住居覆土より数片が出土している。

曜

uω

目。。

ー邑 自キ21 l 331.80 

Y 332.09 

_...--1. 
.1 332.09 

21+25 
V、W

(床面完掘) 黒色土(合軽石)

2 黒色土(合焼 1:1

3 j燈色粘質土

4 黒色土(合軽石)

5 赤褐色土(焼土!f.し、)

X、Y

1 ，')]色土(合焼| しまりなし)

2 亦出色 i二(焼 1::

3 黒色_i: (合地 i一、官33200 

マド〉 。 (1: 80) 2 m 

図8 2号住居跡



く3号住居跡〉

N-73'-E 主軸方位

横長の不整長方形と忠われる。状売5

東西は北壁際で 2.6m、中央付近で 3.6mを計り南側はさらに拡がると思われるが区域模規

外のため不明。南北は突出した北壁中央で 4.2mである。壁高は平均約35cmが残存する。

なし。複重

確認したプラン内には存在しないが、東壁と区域外の境界内側に焼土が認められるのでドマカ

これをカマドに伴うものとすると区域外に存在を推定できる。

ローム面を床面とする。貼床は認められない。面床

P2は径65cmx40P 1は径45cm、深さ13cmで、断面ボ、ウjレ状、床面で5基がE重認された。坑土

P 2及びPP 3は径45cm-55cmの不整円形で、深さ12cmと浅く、cmの楕円形て、深さ17cm、

P4は径1m x82cmで、長軸両端に床面からの深さ3とも P1同様ボウル状断面を呈す。

P 5は壁から続く1.1m X 95cmの不整形で、中央で、の深さ36cm及び、46cmの小土坑を伴う。

は35cmで、ある。

検出されない。

~ 

。

日十

3匂7

冨

ωω
」

旬

。

溝周

P 

1 明黒色土(含軽石、焼土)

2 明黒色土(含焼土、炭化材)

3 赤褐色土(焼土)

4 明黒色土(含赤色粒、黄色粒)

5 黒色土(含軽石、しまりなし)

6 黒色土(含炭化物、黄色粒)

P 331.60 

0331.50 

2 cm (1 : 80) 

3号住居跡

一 12

図9

。



遺 物覆土上~下位にかけて須恵羽釜、 l不局、蓋片、土師妻、原片など、また灰粕llll、j宛な

どが出土している。 P4及びP5内部には土師窒片を伴う。床面付近では炭化材及び石

材が散在し南西部では藁状の炭化物が出土しているο

く4号住居跡〉

主軸方f立 不明であるがカマドを東壁と考えるとN-950-Eである。

形 状東側が区域外のため不明だが西側が狭い隅丸台形と思われる。

規 模東西は 4.0mが残存する。南北は西壁付近で 3.2m、区域際で 4.4mを計る。壁高は約

40cm。

重 複なし。

カマド不明。

床 面 ローム面を床面とする。貼床は認められない。

土 坑土坑としてナンバリングしていないが北東部に不整形な浅い円みがあり、また南壁際に

小土坑P1が存在する。不整形凹み部は南北 2.2m、深さ15cmで、底面は平坦で、ある。覆

土は主に黒色土だが床面から続く焼土層も見られる。図では内部に礁が示されるがこれ

は床面レベjレにあり凹みに伴うものではない。 P1は径18cm、深さ24cmを計る。

周 溝北壁と西壁の一部に壁より10cm程内側で検出された。幅15cm、深さ10cm弱で、ある。

遺 物 北東の凹み音1)分より須恵原片少々と土師翠30数片、覆土中より土師輩、須恵杯、腕片等

が出土している。

S、T U 

1 黒色土(合軽石) l 黒色土(含軽石)

2 黒色土(やや黄色、合赤色粒) 2 赤褐色土(焼土)

3 黒色土(やや黄色、含燈褐色粒) 3 燈褐色土

。 ( 1・80) 2m 4 明黒色土(含黄色粒)
ー画面

第10図 4号住居跡

35-21 
+ 

38-21 
+ 

35手27

q
U
 

1
i
 

U 331.20 

第一叩 2は駅手ィー'""4 "4 
物級協鋭機微後線級

T 331.60 



< 5号住居跡〉
主軸方位 N-8

0

-E  (北カマド) N-1050-E  (東カマド)

形 状不整隅丸長方形で北カマドに対しては縦長、東カマドに対しては横長プランである。

規 模本住居は二重のプランが存在している。外側では東西 4.8m、南北 6.2mを計り内側プラ

ランは所々で40crn-1 m程のテラス状部分を残して掘り込まれる。壁高は確認、面からテ

ラス部分までは40crn、さらに下面へは10crn-20crnて、ある。

重 複 6号と重複する。土層状況がいまひとつ不明ながら 6号→5号と思われる。

カマド 北壁中央と東壁中央に検出された。北カマド及び束カマドともに自然円礁と板状石を正

立させた壁構築状況がよく残り、焚口には崩落した天井石が確認された。火床はともに

被火による赤変が顕著であり焼土も多く堆積していた。掘り込み及び石材の残存状況よ

り北カマドは外側、東カマドは内側プランに伴うようであるが両者の前後関係は看取で

きなかった。

床 面 先にテラス状とした面を上部床面、下面を下部床面とすると土層断面からは下面→上面

と考えられる。ただ、カマドの前後関係が不明であり並存を否定できないことから下面

が最終的な床面であった可能性も否定できないであろう。

土 坑 2基検出された。 P1は径80crn、深さ26crn、P2はコーナーより突出する径1m、深さ

30cmの不整形プランで、ともに覆土には焼土及び炭化物を含む。

遺 物 内側プラン内覆土を中心に遺物は多い。両カマドでは20数片、またP1とP2でも土師

空片などを伴っている。

く6号住居跡〉

主軸方位 N-30 -E  (北カマド) N -920 - E (東カマド)

形 状隅丸長方形を呈す。

規 模東西 5.8mX南北 4.6m、壁高約40cmを計る。

重 複南西部分が5号と重複する。

カマド 北壁中央及び東壁南寄りに検出された。北カマドは幅1m、長さ50cmの半円状突出が壁

内から緩い弧を描いて立ちとがる。右側壁は構築石材を縦に並べた状況がよく残り、手

前には天井石の崩落片が検出された。東カマドは幅90cm、長さ50cmの半円状で北カマド

と酷似する。左側壁奥と右手前袖部に石材が正立し元位置を保っていた。両カマドとも

に覆土中~下位にかけて焼土がよく残るが、火床面が被火て、赤変し土器片が多いことか

ら最終的には北カマドが機能していたと考えられる。

菌 ローム面を床面とする。貼床は認められない。

土 坑 P 1は在1.5111で保さ50cmを計り覆土には焼士を多く含む。 P2とP3はともに径50cm

弱で深さは60cmと深い。 P4は僅かな凹みの小土坑である。

周 溝北東コーナーで検出。壁やや内側て、幅16cm-20cm、深さ10cm弱を計る。

遺 物両カマド、 P1に土師護片、他に住居覆土より土師窒片等百数十片が出土した。

14← 



X、W

1 黒色土(含黄色粒)

2 明褐色土(焼土粒多い)

3 赤渇色土(焼土)

4 赤褐色土(焼士、含黒色土)

5 明赤褐色土(含黄色粒)

< 5住東カマド)

< 5住北カマド)

1:C 

山 33180

唱一一

官 331.70
U、V

I 黒色土(含軽石、焼土)

2 赤褐色土(焼土)

3 明黒色土(含焼士)

4 黒色土(含黄色粒、焼土)

自 332.00

H 

25+18 36+111 

@ 
¥ 

E三三ヨ

F一一

ζコ
( 5住)

疹義援

I 331.30 J 331.30 

自 33170 

¥ 

P 33190 

P、R、丁、 H、 i、J

1 黒色土(含軽石、赤色粒、よくしまる)

2 黒色土(含軽石、赤色粒、焼土、よくしまる)

3 明黒色土(合軽石、焼土、炭化物)

4 明黒色土(含軽石、黄色粒、焼土、炭化材)

5 黒色土(含軽石、黄色粒)

6 明黒色土(含軽石、黄色粒、白色粒)

7 明黒色土(含黄色粒、白色粒)

8 樟褐色土(含軽石、黄色粒、ロームプロック)

9 黒色土(撹乱層)

S 33200 

10 黒色土(含黄色粒、白色粒、やや黄色)

11 黒色土(含白色粒、赤色粒)

12 明黒色土(含軽石、黄色粒、やや黄色)

13 明黒色土(含黄色粒、黄褐色粒、焼土)

14 燈褐色土(地山ローム層)

15 撞褐色土(軽石、焼土ほか粒子多い)

16 黒色土(含軽石、赤色粒、微小炭化物)

17 黒色土(焼土、炭化材、赤色粒多い)

18 明黒色土(含軽石)

19 明黒色土(含軽石、ローム粒、よ〈しまる)

20 明黒色土(含黄色粒、赤色粒、ロ ムプロック)

21 赤褐色土(焼土、含ローム)

22 鐙褐色土(ローム主体)

23 黒色土(含黄色粒、やや粘質)

24 黒色土(含黄色粒、赤色粒、炭化物)

25 明黒色土(含軽石、黄色粒)

26 黒色土(含黄色粒、黄褐色粒、炭化物)

27 黒色土(含焼土)

図17 5号住居跡・ 6号住居跡

-15・16

由

ω
ω
4
1
u

< 6住北カマド〉
"" 

N、0
1 明黒色土(含軽石、黄色粒)

2 撞褐色土(含軽石、白色粒)

3 明黒色土(含軽石、白色粒)

4 黒色土(含軽石、白色粒、焼土)

5 灰赤褐色土(焼土、造物層)

6 明黒色土(含軽石、黄色粒、焼土)

7 明黒色土(含軽石、黄褐色粒)

8 明黒色土(含軽石、糧色斑、焼土)

9 赤褐色土(焼土、堅くしまる)

(土層不明)

N 331.70 

間

ωハ
W
A
ω
o

<6住東カマド〉
I~ 
。

¥.-

L 331 50 

28 黒色土(含軽石、黄褐色粒、赤色粒)

4m 

。
o 1 : 80 (住居)

2m 1 : 40 (カマド)



ミヨギ/宅正三ノ
人輔
。

国12 i号住居跡出土遺物

て乙主g デグク

(S =Ys) 。

図13 3号住居跡出土遺物
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¥己主主7，

ミヰイグ

、二Lっr

、三三ず

図14 2号住居跡出土遺物

ミ1:7，
繁鍾ヂ

図15 4号住居跡出土遺物

ミ 主J

。 (1: 4) 10cm 
brプー土 J

事Z
。 (1 4) lOcm 

rI::でd~l ミ三主J

ん=三ムペ2
o (1 4) 10cm 

図16 6号住居跡出土遺物
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)~~1 E与 ~2
¥二r::::;r

¥七三hd ヒキJ

L主1 三主 万ヂ空三ゐ
11 

。 (1: 40) 10cm 

図17 5号住居跡出土遺物

2 

。 (1 4) 10cm 

図18 遺構外出土遺物
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表 3 1号住居跡出土遺物観察表

附i llll神: 法 早:::'cm) 形 自J山E、 子 法 i焼 f戎・ 他 色調 残存 け1 ト

主主 口 底7.8 全体に同転ナテ調整。底部(i回転糸t)J10無調整。酸化焔焼成。 僚褐色 30% 百三十 Fドf
1 
(，頁恵J I日.Ci1-~ 耳目克一一一一

t干 仁](13. 1) 底 (5.8) 焼き締まりのない歪んだっくり。辰吉ro回転、糸切り無調整。 時灰色 50% ?塁j下1:(7
2 
(須恵¥ 高 (3.8) 最一一

tド宛 円 115.7)底 17.0) 後のはっきりした三円月高台で成部に糸切り痕は残らな"0口 内灰色 40% 1Û_I~Hす

3 (灰紬) 高 (5.4)最 緑はItiiかに外反。内而全体と口級外国の施粕はよく発色。

焼成良好。

表4 2号住居跡出土遺物観察表

~h 器開 1主 ~~: (cm) A' 台山邑、 子 f去焼 成・ i也 色調 残μ :l~， 

上不 日12.8 底6.7 日縁は外反気昧に立ち止があc 船士には全体に小礁が混じり杵| 月く同色 80% 定土上1，7
l 
〈須恵) 高3.4 耳日豆一一一一 悪。底部ヂ1[，'1転糸切り無;詰H倍、焼成不良。

t不 口12.3 底6.6 全体に厚手で形態は lと酷似。底1¥11は静l卜気味なJjjl転糸切りI!¥¥ 灰渇色 rソ」一ι一'1τ1ず:; 問1て下院
2 
(Ji恵1 高3.4 調撃。口縁内外而の%周は炭化物の付着で黒色っ焼成不良。最

J不 仁112.8 底6.6 1・2と同形態だがやや薄手で全体に歪む。底部-(lIL']転糸切り {12褐色 完形 円土下位
3 
(，j'j恵) 高3.5 無調整。焼成不良。最

t不 Ll 113. 4) 底5.7 内湾気味に立ち」がる。 底部打向転糸切り 1低調書聖で 1-1縁 i\~t')、外 灰化i色 30% 覆土中1，'，:
4 
(;ft恵1 『日4.1 は内外面黒色。焼成不良。茸日克

表 5 3号住居跡出土遺物観察表

1'，'0 器積 J去 量 (cm) 7杉 態手 i土 t尭 成・ 他 色調 残存 出土

羽毛主 口23.5 低一一 水平な鍔部で11唇部は内斜面取り。ロクロ整形後胴中院外商を (炎fll色 50% 震トト位
l 
(須恵) 尚一一一 ヘラケズリ。酸化焔焼成。最

羽釜 日底(8目2) 羽釜と忠われる厚子の底部一体部下付。外国縦βf向のへラケス 灰福色 20% 
2 
(須恵) 高最 リ。焼成不良。

子守付主主 日11.4 底7.0 台部外傾。，1縁は鰐かく外反する小型'1察。ロクロ3W形後、胴中 白灰色 80% 夜一11てj才
3 
(須恋) 高11.8 最12.2 [立以下を縦ヘラケズリ。焼成不良。

椀 口(15.1)底 (7.5) 休部中(すで内折気味に立ち上がる。 fI部は丸昧のある擬三円月 日灰色 30% 霞土下p

4 I灰柏) 高5.4 最←ー 状。内同は底部を円形に残す他は施稿。底部は有佐l転糸切り痕

を中央に残す。

皿 日13.5 底6.9 湾曲気味に大きく外傾する体部~口縁部。漬け掛けの施粕部は 白灰色 完形 覆 i巾抗
5 
f灰粕j 高2.7 最一一 白濁して光沢なし。底部は糸切り痕を完全にナテ、消すO

主聖 口 底 大界!護体部J破片。タタキ及びアテ痕は全くなし。焼成良好。 灰色 覆土
6 
(須恵} 巨ロ可 最

主兼 長(5.1) 幅2.4 身部の一部のみ残存。 端が折れ山がるc 覆上下位
7 
/鉄器1 厚0.5 重 (18g)
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表 6 4号住居跡出土遺物観察表

ト!n. 骨.~ f平 r去 最 (cm) 十~ 態 ・ 一子 i去・焼 成. j也 色調 残存 出土

1 
f不 口13.9 底7.7 厚手の底部からi本部は少々 t友りをもち[-H最外反。底部1'i同転糸 灰色 80% 百|

(須恵) 高3.4 茸日又 切り無調整。焼成良好。

ワ
I干 口(12.2) 底7.7 口縁まで内湾気味に立ち上がる。底部?と，1司転f平切り後周縁部ナ 以色 20% 凹み部分

18'i恵} 高 (3.4) 最一一一 デ。焼成良好。内外面に火棒が認められる。 覆士

巧む 日底 i本部は丸昧をおび日縁は外反する。外国に「石井」の黒書あり。
3 

f竺(目色 小片 覆ト

ぺ.]'1窓1 高←ー最一一 酸化焔焼成。

表 7 5号住居跡出土遺物観察表

1 昔日柄 法 量 (cm) Js 態-手 i主 . t尭 成- i也 色調 残存 tI¥ j 

奪 口(20.1)底 胴上位は張りをもち、口縁部は前立気味で上位で外反する。 僚掲色 口縁 Jヒカマド|
l 

口縁部内外面横ナデで胴部上佼横へラケズリ。焼成良好。 付近(士帥) 品 R日Z一一一一

喜望
2 

仁川20.2)底一一 よくナデられたコの字状口縁部。胴上位は横ヘラケズリ。 !ITlll色 日縁 F而床ln

f士一師) 1口'"一 茸ロ文 焼成良好 付近

~しE 口(12.2)底 胴中{すに最大径をもっ薄Tーの小界J察。 [1縁部は内傾気味に立ち 経渇色 30% Fjmn:':ll'T 
3 IJ師j τ「己士子1 最 (13.8) 上がり上院で続く外反する。外面積ヘラケズリで内而横ナデ。

焼成良好。

I不 仁Jl2.5 底7.6 体部やや張りをもち円縁はそのまま外傾。底部布団転糸切、り無 灰色 80% 覆上下位
4 
(須，111) 高3.1 R日Z 調整。焼成良好。

f不 円13.3 底8.0 全体にシャーフ。なっくりだが焼き締まりはなく軽量。底部布田 白灰色 70% 覆十一 Fj¥'r
5 
(須恵) 高3.2 転糸切り無調整。耳日立

士不 口(14.2)底 (8.6) 広い底部から日縁まで直線的に外傾する。!底部回転糸切り無調 向灰色 40% 覆 i中{す
6 

最(須恵) 高3.2 整。焼成、っくりとも全体に雑である。

t干 口12.3 底9.2 {本音11は直線的に外傾する。底部右回転糸切り後部分的に指ナデ。 灰渇色 70% 束力マド
7 

最 焼成不良。(須恵) 高3.8

t不 口13.1 底8.0 体部は少々膨らみをもち口縁短かく外反。底部布団転糸切り無 灰色 60% l~ 両床iIT
8 
l須恵) 高3.7 耳目支 調重要。焼成良好。

I宛 口 底7.4 低くて煩い台部。底部右回転糸切り後台部貼りつけ。焼成・調 自灰色 20% 痘土上院
9 

耳日立 整とも非常に維。(須恵) 局

茅ι包E 口(8.5) 底一一 頭部は強く括れ、口縁部は外反し口唇外面に平.jB面を持つ。 灰色 口縁 覆土上位
10 

部片(須恵) 高最: 肩部に平行タタキ同が残る。

葦 |コ10.9 底一一一 小型の蓋で返りをもたない。天井部外両ヘラケズリ。焼成良好。 灰色 完形 上面床而
11 
(須恵) 高2.8 最←ー
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表8 6号住居跡出土遺物観察表

トむ 器種 J去 量 (cm) 形 熊・手 法-焼 成-他 色調 残存 出土

窪 口(19.8) 底一一 口縁部内外面核ナデ。胸部上位横へラケズリ。焼成良好。
燈褐色

ロ縁
床面直上1 

(土師) 高一一 最一一 付近

斐 口(19.8) 底 口縁部内外面横ナデ。胴上位横ヘラケズリ。焼成良好。
鐙福色

ロ縁
覆土下位2 

(土師) 付近品 最

士不 口12.5 底 7.1 体部に張りをもち口縁は外傾する。全体に歪み、焼成も不良。
灰色 完形 覆土3 

(須恵) 高 3.9 最一一 底部右回転糸切り無調整。
」 」

表9 遺構外出土遺物観察表

Na 器種 法 量 (cm) 形 熊・手 法・焼 成・他 色調 残存 出土

皿 口11.8 底 5.9 台部は狭く足高気味。中央に右回転糸切り痕が残る。焼成良好。
灰色 50% 覆土1 

(須恵) 高 3.3 最

宜~ 口 底一一 球形の胴部は外面全体に白濁した自然粕が付着する。頚部との
灰色

肩部
覆土2 

(須恵) 高一一 最一一 境は内面に指押えがよく残る。焼成良好。 片

田そのf也

調査区の全域より土坑が検出されている。これらはA区中央、 B区中央、 C区南端、 D区全域と

ある程度の群をなすが個々においての規則性は認められない(図 2)。またその時期については他

の検出遺構と同一面での確認であるが覆土や遺物等からは判断できなかった。図19ではこのうち明

確なプランをもち規模の大きい 2基を l号、 2号として示す。

く1号土坑> (図19一左)

B区中央の17-23グリッドに位置する。

径約 1mの円形で広い底面は中央で深さ18

cmを計る。遺物は全く検出されない。

く2号土坑> (図19一右)

C区内29-15グリッドに位置する。形状

は隅丸長方形で 1m 45cm X 90cm、深さは10

cm程で、浅い。覆土からは数個の礁とともに

9世紀代と思われる土師窪小片が出土して

いる。

ρ1 
十 U14 3町ー

(2号)

EtI:巴1
闘332:40

物級協
M 

l 黒色土(含黄色粒、しまりなし)

2 明黒色土(含黄色粒、白色粒、

ょくしまる)

N 

1 黒色土(含黄色粒、しまりなし)

2 明黒色土(含黄色粒、自在地、

ょくしまる)

o (1 : 80) 2 m 

図19 1号土坑、 2号土坑

つ-】



第 5章まとめ

今回の調査及びこれにかかわる問題点について若干の考察を加えてまとめとしたい。

調査は、工場建設に伴う事前調査であり、該当地全域にわたってトレンチ掘削による遺構分布状

況の把握と遺構検出部分の全面調査を実施して、遺跡の全容解明につとめた。

確認された遺構と遺物

縄文時代遺構集石遺構1

遺物縄文土器、石器

平安時代遺構住居跡6

遺物土師器、須恵器、灰粕陶器、鉄器

時期不明遺構土坑2、ピット多数

本遺跡は、碓氷JI[右岸地域で五料以西における数少ない調査例として、該当地域における麗史復

元作業に貴重な資料を提供した。本遺跡から見た、碓氷川右岸における他地区での調査状況は、上

信越自動車道建設工事に伴う発掘調査等による東側の行団地区と、西側の原地区までの間の資料が

全くない。碓氷川左岸も含めた周辺遺跡での確認状況では、縄文時代前期から平安時代までの遺構

遺物が検出されている。

本遺跡における縄文時代にかかわる遺構は集石遺構のみであった。この遺構の性格については、

立石を伴うものと考えられ、該当期における精神的側面の反映としてとらえたい。本遺跡は、奇岩

名勝の妙義山の懐にあり、更に酉には浅間山がのぞめる立地となっている。なんらかの祭把的特徴

も見いだすこともできるが、本遺構との関連については言及を避けたい。また生活の拠点としての

集落については、遺物の分布状況では調査区内の東半部分で確認できることから、東側調査区域外

における分布の可能性について指摘しておく。今後の開発等による該当地の扱いに注目したい。

平安時代の竪穴住居跡は6軒が確認されているが、うち、カマドを確認できたもの4軒、確認で

きないものが2軒となっている。カマドが確認された住居跡でみると、全てが東側に設置されうち

2軒は北側にカマドが付設されている。該当地での自然環境では、強い西風があり松井田町におけ

る他の遺跡で確認されている状況と同じ傾向が見られている。カマドが確認されていない 2軒につ

いても東側が調査区域外に残っているためカマドが付設されている可能性が強い。住居跡の分布状

況からすると、調査区の西及び東に向けて集落の広がりが予想され、今後の調査に期待するところ

が大きい。
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発掘調査報告書抄録

v) がな ごりょうへいおだけいせき

三E註ヨ 名 五料丙小竹遺跡

高IJ 書 名

李E主コと 次

シリーズ名 松井田町埋蔵文化財調査会報告書

シリーズ番号 (3) 

編著者名 *i事祝彦，田口修
編集機関 松井田町埋蔵文化財調査会

編集機関所在地 w379-02 群馬県碓氷郡松井田町大字新堀245

発 行 年 西暦 1993年 3月31日

コ ド 北 車掌 東 経
所収遺跡名 所在地

市町村j遺跡番号
。 ， 
" 
。 ， 
" 
調査期間 調査面積 調査原因

二 il ，うへい札 t~ 11 主ついにまち
五料丙小竹 松井田町 104019 36019'15" 139041'65" 19910820- 1，030m' 工場建設
いせき ヰ J，苫ニ"，ワ
遺跡 大字五料 19911019 

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項|

五料丙小竹 住居 平安前半 堅穴式住居 6 土器

遺跡

縄文中期 集石遺構 2 土器、石器
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写真図版



図版

泊跡地より妙磯山を望む

決 1:除去



図版 2 

HJ総イiと妙義I!I(外{より)

1 IJ・!.IHi(雨凶より)

1 

1 ~Lm石向日出上遺物



図版 3 

、
l 

、
2 

泊構外出ヒ泊物

3 

7 

9 10 



図版 4 

1 IJ.{t府跡(附より)

1 l}{l;問跡カマド

2IJ.m，'+I1IRi川~ lfli(州より)
バ・

2 1)イ1:1.':'跡カマド

1-1予H:)，け跡カマド

2りイt:J;ii跡説i1りプj(j!yより)

2リイl:J.ii'齢、-出物(])11¥ 1:状}~G



図版 5 

3号住居跡先例(酉より) 3J，}{-l:居跡北噌際J:坑(北より)

3付H:J.!ilid)i誕状辿物出土状況 3.{手住腕跡泣物(5)111土状況

4句イ主};!i跡遺物山土状削(筒より) 4号住}i'f跡床間(陶より)



図版 6 

IriJ 1: (1)4より) 5-10チイU，';跡;，'6!tli¥(f判より)

50tt);J;湖北カマド 5~}付;)，:r;W!Úi)..f.!カマド



図版 7 

6 号住Jiït跡J~刷 (問より ) 6 -1}{l:J，1}跡北カマド付近(市より)

6 J.j-n:日・跡.Itカマドw壁内行11 6り刊居跡*カマド

司....ω
-・・

'... 

-.'ーt." ・.. .".， 

AI5てピットl作(雨より) B区ピットJt下(1'1'1より)

崎誠欄輔酬明

C区 2~'七坑(阿より) OIX北側ピットl洋(悶より)



図版 8 

1 {tー1 1住ー2

2住ー1 2住-2 2{:主-3

2住-4 3住ー1 3倹ー2

3住-3 3 {4:-4 3住-6

3住ー5

4住ー1 4住-2



図版 9 

LJ 
面

虚亙

圃百島

て曹腐
5it-l 5{主-2 5住ー3

J二Lム
5{主-4 51セー5 5i._t-6 

/ 

5休-7 5(1:-8 5伶-9

5住ー10 5住ー11

J明
6住ーl 6住-2 6住-3

ilm外ー1 治初外ー2



松井川111pl 11版文化財調脊:ylHつ;.~ I ~ < 3 ) 

五料 l羽小竹治跡

ギ成5"1' 3)j3111発行

制m ・ 1~行/松)1: 1ll1UT:t11l 11涜文化財制作会

(数行委以会内)

〒379-02 l1fJ品目Ui(f)MIS
松mlllUrm幼J!245

TEし (0273)93-1 1 1 ] 

印 刷J/峨氷印刷抹式 会 社


